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	令和8年8月号
	働くという未来への歩みに 安心感と歓びを
	み　　　　 らい　　　    ふ

	未 来 歩 だ よ り
	【10月施行の法改正】　カスハラ・ 求職者等へのセクハラ対策の義務化
	先月号に続いて今回も法改正情報のお届けです。今年の10月から「カスタマーハラスメント（以下、カスハラ）」と「求職者等に対するセクシュアルハラスメント（以下、就活セクハラ）」への対策が事業主の義務となります。具体的に行わなければならない対策について厚労省から講ずべき措置の指針が示されていますが、すでに対策が義務化されているセクハラ、パワハラ、マタハラ対策を参考に取り組める内容もあります。しかし、今回新たに追加される2つのハラスメントにはこれまでのハラスメントと大きな違いがあります。これまでのハラスメントでは多くの事例で行為者も被行為者も自社の従業員であるのに対し、カスハラは行為者が顧客や取引先など外部の人であること、就活セクハラは被行為者が求職者というこれまた外部の人であるということです。そのため法定の対策を講じる際にも実際にハラスメントが発生した場面においても、これまでにはなかった難しい対応が求められることになります。 法改正への対応やこの機会に社内体制を整備したいという会社様はぜひご相談ください！
	今月のひとこと
	代表　特定社会保険労務士 　　　　　　　　 皆藤 歩




